
令和３年４月１日より、「自転車条例」が新しく岡山市で

施行されました！

●高額賠償の判決多数

…自転車保険への加入が義務化

●死亡事故の６４％が頭部のケガ

…子ども(小学生以下)のヘルメット着用が義務化

自転車を利用する方は、自転車で事故を起こした際の損害

を賠償できるよう、損害賠償責任保険等へ加入しなければな

りません！自転車事故でも１億円にせまる損害賠償を求めら

れる事例もあります。もしも加害者になってしまったときの

経済的な負担の軽減と、被害者の保護を図るためにも自転車

損害賠償保険等への加入が義務になりました。

Ｑ．損害賠償保険に加入しているかわからない。。。

≫≫≫左のフローチャートで確認してみてください☆

＜岡山市で自転車損害賠償責任保険への加入が義務となりました！＞
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三井住友海上火災保険（株）、
東京海上日動火災保険（株）、
三井住友海上あいおい生命（株）、
ソニー生命（株）、
メットライフ生命保険（株）、
三井住友海上プライマリー生命（㈱）、
の岡山の代理店

岡山市HP：岡山市自転車の安全で適切な利用を促進するための条例
（https://www.city.okayama.jp/index.html）

自動車保険等にも損害賠償に対応できる特
約があるんです！新生活が始まり自転車に乗
り始めた！という方も多いと思います。
代理店までお気軽にご相談くださいませ^^



１．何のために加入するのか？（目的）

２．いくら必要か？（保障額）

３．いつまで必要か？（保障期間）

４．どんな商品を選ぶか？（商品選択）

生命保険、見直しませんか？

また、家族の成長とともに必要な保障は変化していきます。

ライフステージに合わせた保障へ、保険を見直しすることをおすすめします！

<< 簡単アンケート >>

１．現在、生命保険に加入されていますか？

２．加入された時期はいつですか？

３．加入されたきっかけは何ですか？

４．万一のときの保障額はいくらですか？

５．入院保障の給付金額（保障額）はいくらですか？

６．働けなくなった時の保障額はいくらですか？

７．毎月の保険料はいくらですか？

８．（４～７）はいつまで続きますか？

９．配偶者やお子さまの保障はありますか？

生命保険に関する

無料相談を承ります！

保険の加入・見直し行う際に、「何を基準に考えたらいいのかよくわからない。。。」

なんて方も多いのではないでしょうか。ぜひ次の手順で保険の必要性を考えてみてください。

① 家族の生活を守る

② 葬儀関連費用の準備

③ 入院・手術への備え

④ 介護への備え

⑤ 教育資金の準備

⑥ 老後生活費の準備

６つの加入目的
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